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私
は
六
月
十
六
日
公
益
財
団
法
人

東
教
育
財
団
の
理
事
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
伊
藤
友
之
で
す
。
就
任
に
あ

た
り
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

   

    

  

 

  

 
 

    

私
は
平
成
十
八
年
六
月
か
ら
二
十
年

六
月
ま
で
の
二
年
間
東
教
育
財
団
の
理

事
長
を
経
験
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
二
度

目
の
就
任
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

「
東
教
育
財
団
の
９
０
年
の
歩
み
」
を

ひ
も
と
き
ま
す
と
、
現
在
の
大
阪
府
立
東

高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
東
区
女
学
校

の
支
援
を
含
む
「
東
区
内
の
教
育
の
発
達

改
善
を
計
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
大
正 

十
四
年
三
月
「
財
団
法
人
東
区
教
育
財

団
」
が
設
立
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
そ
の

後
、
陵
南
学
園
の
前
身
の
羽
曳
野
の
土
地

経
営
（
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
）、
東
高
等

学
校
の
都
島
区
へ
の
移
転
・
陵
南
学
園
土 

 

  

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

地
処
分
（
財
団
の
事
業
拡
大
期
）、
中
央
区

の
誕
生
、
平
成
二
十
三
年
公
益
認
定
を
受

け
た
当
財
団
の
発
足
な
ど
の
変
遷
を
辿

り
つ
つ
も
、
様
々
な
課
題
に
敢
然
と
取
り

組
ま
れ
、
各
時
代
に
即
応
し
た
、
学
校
教

育
・
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
・
地
域
文
化
・

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
対
す
る
助
成
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
学
校
教
育
・
地
域
文

化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

大
阪
市
内
外
で
も
類
を
見
な
い
、
こ
の

よ
う
な
歴
史
あ
る
財
団
を
設
立
さ
れ
、
大

正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
の
九
十
年
以
上

に
も
わ
た
る
歴
史
を
重
ね
、
多
く
の
足
跡

を
残
し
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
の
方
々
、
財

団
運
営
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
地
域
の
皆
様
方
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。 私

は
、
冒
頭
で
二
回
目
の
理
事
長
就
任

と
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
公
益
財
団
法
人

の
管
理
運
営
の
経
験
は
皆
無
の
上
、
仕
事

を
退
い
て
か
ら
十
数
年
経
っ
て
い
ま
す

の
で
、
理
事
長
を
お
受
け
す
る
任
に
あ
ら

ず
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら

も
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

お
引
き
受
け
し
た
次
第
で
す
。 

 

当
財
団
は
二
年
後
の
令
和
七
年
に
は

設
立
百
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

                          

  

    

平
成
二
十
三
年
に
公
益
財
団
法
人
と
し

て
再
出
発
し
て
か
ら
も
は
や
十
四
年
と

な
り
ま
す
の
で
、
公
益
財
団
法
人
と
し

て
も
充
分
に
歴
史
を
重
ね
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
金
利

水
準
の
低
迷
が
続
き
、
運
用
収
益
が
さ

ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て

の
制
約
が
多
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

資
金
運
用
等
財
源
確
保
の
あ
り
方
と
と

も
に
、
効
率
的
・
効
果
的
な
支
援
方
法

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。 

私
は
、
財
団
の
飛
躍
と
発
展
の
た
め
、

さ
ら
に
は
設
立
百
年
の
輝
け
る
歴
史
を

重
ね
る
た
め
、
評
議
員
・
役
員
の
方
々

を
は
じ
め
、
皆
様
方
と
意
見
交
換
を
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

叱
咤
激
励
・
指
導
助
言
・
提
言
な
ん
で

も
結
構
で
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力

方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
当
財
団
の
運
営
の
舵
取
り

に
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
槇
野
勝
前
理
事
長
に
対
し
ま
し

て
、
敬
意
と
謝
意
を
申
し
あ
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
の
ご
指
導
方
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
の
結
び
と
い

た
し
ま
す
。 

  

                    

ご
あ
い
さ
つ 伊

い

 藤
とう

  友
とも

 之
ゆき

 

新 理 事 長 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 
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理
事
長
就
任
の 

新
理
事
長
に
伊
藤
友
之
氏
を
選
出 

東
教
育
財
団
で
は
、
六
月
十
六
日
に
評
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
四
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
を
審
議
す
る
と
と
も
に
、
同
日
付
け
で
任
期
満
了
と
な
る
評
議
員
、
理

事
及
び
監
事
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
評
議
員
会
終
了
後
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
今
回
退
任
す
る
槇
野

理
事
長
の
後
任
に
、
伊
藤
友
之
氏
（
元 

大
阪
市
中
央
区
長
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

 



（六月十六日開催の評議員会会議風景） 

 
 （２） 

  

評
議
員
会
が
財
団
の
重
要
事
項
の
決

議
機
関
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
評
議

員
（
定
数
十
三
～
十
五
名
）
は
、
東
地

区
の
連
合
振
興
町
会
の
会
長
及
び
各
種

団
体
の
東
地
区
代
表
者
で
構
成
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
任
期
は
四
年
で
す
。 

          

■ 

再  

任 

（
連
合
振
興
町
会
長
） 

 
 

川 

上 
     

潤 

（
愛
日
連
合
） 

西 

口    

佳 

克 

（
汎
愛
連
合
） 

大
喜
田  

一 

夫 

（
浪
華
連
合
） 

 

鳥 

居    

純 

一 

（
北
大
江
連
合
） 

   

  

中 

野 
  

雅 

司 

（
中
大
江
東
連
合
） 

三 

木 
  

啓 

二 

（
南
大
江
西
連
合
） 

日
ノ
下 

盛 

弘 

（
玉
造
連
合
） 

（
団
体
代
表
者
） 

藤 

溪    

英 

純 

（
保
護
司
会
） 

石 

井    

惠 

子 

（
女
性
団
体
） 

中 

村  

み
ゆ
き 

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
） 

田 

中 
  

旬 

子 

（
青
少
年
指
導
員
）
■ 

 

■ 

新  

任 

（
連
合
振
興
町
会
長
） 

           

（
団
体
代
表
者
） 

              

  

  

理
事
会
が
業
務
執
行
の
決
定
権
限
を

有
し
、
理
事
の
職
務
の
執
行
を
監
督
す

る
こ
と
か
ら
、
理
事
（
定
数
八
～
十
名
）

は
、
東
地
区
五
地
域
の
代
表
者
五
名
と

有
識
者
五
名
で
構
成
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
任
期
は
二
年
で
す
。 

■ 

再  

任 

（
地
域
代
表
者
） 

橋 

本 
  

英 

男 

（
愛
日
地
域
） 

 

梅 

本 
  

憲 

史 

（
中
大
江
地
域
）  

伊 

藤 
 

弘
一
郎 

（
南
大
江
地
域
） 

黒 

石       

力 

（
玉
造
地
域
） 

（
有 

識 

者
） 

 

岩 

本  
 

由 

紀 

（
学
校
教
育
） 

高 

橋 
  

哲 

也 

（
学
校
教
育
） 

 

藤 

岡 
  

裕 

子 

（
学
校
教
育
） 

岩 

﨑    

恵 

久 

（
行   

政
） 

■ 

新  

任 
（
地
域
代
表
者
） 

     

 

                  

 

  

（
有 

識 

者
） 

伊 

藤    

友 

之 

（
元 

行
政
） 

   

監
事
（
定
数
三
名
以
内
）
は
、
そ
の 

職
務
に
関
す
る
有
識
者
を
選
任
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
任
期
は
二
年
で
す
。 

■ 

再  

任 

（
有 

識 

者
） 

木 

下 
 

修 

二 

（
元 

評
議
員
）  

野 

上  
 

俊 

二 

（
行
政
相
談
委
員
） 

沼 

田       

宏 

（
前
財
団
事
務
局
長
） 

 

  

評
議
員
会
終
了
後
開
催
さ
れ
た
理
事

会
で
は
、
理
事
長
、
会
計
理
事
及
び
審

査
理
事
の
選
定
等
が
行
わ
れ
、
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

 

理

事

長 

伊 

藤   

友 

之
（
新
任
） 

会
計
理
事 

橋 

本   

英 

男
（
新
任
） 

審
査
理
事 

伊 

藤  

弘
一
郎
（
新
任
） 

          

 

理
事
長
等
の
選
定 

計
三
名 

 
丸 

山   

悦 

治 

（
船
場
連
合
） 

廣 

田   

玉 

枝 

（
集
英
地
域
） 

 

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
） 

（
青
少
年
指
導
員
） 

藤 
井   

良 

純 
（
城
南
連
合
） 

東 

野   

雅 

樹 

（
老
人
ク
ラ
ブ
） 

 

計
十
四
名 

 

評 

議 

員 

の 

選 

任  

（「
年
齢
制
限
に
か
か
る
内
規
」
該
当
者
一
名

の
枠
は
空
席
と
し
ま
す
。） 

 

理 

事 

の 

選 

任  

監 

事 

の 

選 

任  

計
十
名 



（五月二十三日開催の理事会会議風景） 

  
 

（３）  
 

（
評 
議 

員
） 

加 
藤 

  

正 

二
（
連
合
振
興
町
会
長

） 

平
成
二
十
四
年
か
ら
評
議
員 

 

芦 

田 
  

順 
子
（
老
人
ク
ラ
ブ
） 

令
和
元
年
か
ら
評
議
員 

（
理 

 

事
） 

冨 

樫 
 

龍 

健
（
集
英
地
域
） 

平
成
九
年
か
ら
理
事
、
こ
の
間
、
会
計

理
事
通
算
十
三
年
、
審
査
理
事
四
年 

 

槇 

野 
    

勝
（
元 

行
政
） 

平
成
九
～
十
二
年
及
び
平
成
二
十
五

年
か
ら
理
事
長 

長
年
に
わ
た
り
、
財
団
の
充
実
・
発

展
に
ご
貢
献
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

理
事
会
で
は
、
相
談
役
の
選
任
も
行
わ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
理
事
（
長
）
を
務
め

ら
れ
、
今
回
退
任
さ
れ
た
次
の
方
々
を
相

談
役
に
選
任
し
、
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

槇 

野     
 

勝
（
前
理
事
長
）  

冨 

樫 
 

龍 

健
（
前
会
計
理
事
） 

       

  

  

   

五
月
二
十
三
日
開
催
の
理
事
会
、
六

月
十
六
日
開
催
の
評
議
員
会
に
お
い

て
、
令
和
四
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

       

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

一 

助 

成 

事 

業 

昨
年
四
月
に
七
六
件
、
総
額
一
五
、

一
三
五
、
〇
〇
〇
円
の
助
成
を
決
定
し 

           

  

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
措
置
へ
の
対
応
等
に
よ
り
、
助
成
対

象
事
業
を
中
止
・
変
更
す
る
団
体
が
あ

り
、
そ
の
結
果
、
四
年
度
の
助
成
件
数
・

助
成
金
額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。 ・

幼 

稚 

園  

（
九
件
） 

一
、
二
三
三
、
〇
〇
〇 

円 

・
小 

学 

校 
 

（
七
件
） 

三
、
五
〇
三
、
〇
〇
〇 

円 

・
中 

学 

校 
 

（
四
件
） 

 

一
、
五
八
六
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

       

（
二
〇
件
） 

六
、
三
二
二
、
〇
〇
〇 

円 

  

・
社
会
教
育  

（
一
〇
件
） 

 
 

二
、
九
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
生
涯
学
習 

（
五
件
） 

五
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

        

（
一
五
件
） 

三
、
四
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

  

・
地
域
文
化  

（
二
五
件
） 

三
、
一
八
〇
、
〇
〇
〇 

円 
 

 

   

 

 

                            

             

       

  

 

 

 

    

  

・
ま
ち
づ
く
り  

（
一
三
件
） 

一
、
六
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

        

（
三
八
件
） 

四
、
八
三
〇
、
〇
〇
〇 

円 

    

令
和
四
年
度
に
同
事
業
を
実
施
し
た

学
校
分
一
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
取

り
崩
し
ま
し
た
。 

 

四
年
度
に
同
事
業
を
実
施
し
た
幼
稚

園
・
学
校
分
四
二
二
、
〇
〇
〇
円
を
取

り
崩
し
ま
し
た
。 

 

四
年
度
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
助
成
金
の
返
還
が
発
生
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
収
支
差
額
（
剰
余
金
）
が

予
算
よ
り
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
五
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
利
付

国
債
の
満
期
償
還
資
金
の
運
用
に
よ
る

収
益
増
に
よ
り
、
収
支
差
額
（
剰
余
金
）

が
発
生
す
る
見
込
み
な
の
で
、
計
画
の

一
部
を
修
正
し
、
四
年
度
剰
余
金
二
、 

 

                        

令
和
四
年
度
事
業
報
告 

 
 
 

 

①

 

令
和
四
年
度 事

業
報
告
及
び
決
算 

 

相 

談 

役 

の 

選 

任  

 

二  

特
定
費
用
準
備
資
金

 

（
平
成
三
〇
年
度
設
定
） 

①

 

 

（
令
和
二
年
度
設
定
） 

③ ② 

外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
助
成 

 

② 
 

 

積
立
金
（
令
和
元
年
度
設
定
） 

退
任
さ
れ
た
方
々 

 

③ 
 

 

ま
ち
づ
く
り

 



                             

  

〇
五
〇
、〇
〇
〇
円
を
積
み
立
て
る
と
と

も
に
、五
年
度
の
取
崩
し
を
取
り
や
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

 

当
財
団
は
、
令
和
七
年
三
月
に
設
立
一

〇
〇
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
の
う
ち
当
財
団
の
公
益
事
業

に
資
す
る
講
演
会
等
記
念
行
事
等
を
実

施
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
新
た
な
特

定
費
用
準
備
資
金
と
し
て
「
財
団
設
立
一

〇
〇
周
年
記
念
事
業
積
立
資
金
」
を
設
定

し
、
二
、
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
積
み
立

て
ま
し
た
。 

   

② 

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
に
よ
る

情
報
開
示 

 

 

収
入
（
経
常
収
益
）
は
、
基
本
財
産
運

用
益
の
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
二
三

七
、
〇
〇
〇
円
余
り
の
減
の
三
三
、
〇
九

八
、
二
二
二
円
と
な
り
ま
し
た
。 

費
用
（
経
常
費
用
）
は
、
消
耗
品
費
な

ど
の
減
が
あ
っ
た
も
の
の
、
校
園
周
年
記 

 

      

 
念
特
別
事
業
を
実
施
す
る
学
校
の
増

等
に
よ
り
学
校
教
育
助
成
金
が
増
と

な
っ
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

る
助
成
対
象
事
業
の
中
止
等
が
減
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
社
会
教
育

助
成
金
・
地
域
文
化
助
成
金
が
増
と
な

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

二
、
三
一
七
、
〇
〇
〇
円
余
り
の
増
の

三
〇
、
八
〇
七
、
四
八
三
円
と
な
り
ま

し
た
。 

◎ 

収 

入
（
経
常
収
益
）
計 

三
三
、
〇
九
八
、
二
二
二
円 

（
前
年
度
比
二
三
七
、
〇
七
〇
円
の
減
） 

【
内 
訳
】 

・
基
本
財
産
利
息 

三
三
、
〇
九
八
、
一
五
四
円 

・
受
取
利
息
収
益       

六
八
円 

◎ 

費 

用
（
経
常
費
用
）
計 

三
〇
、
八
〇
七
、
四
八
三
円 

（
前
年
度
比
二
、
三
一
七
、
一
八
四
円
の
増
） 

【
内 

訳
】 

・
事
業
費
計 

二
三
、
九
〇
四
、
八
五
〇
円 

・
管
理
費
計 

六
、
九
〇
二
、
六
三
三
円 

◎ 

差 

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

二
、
二
九
〇
、
七
三
九
円  

 

※ 

収
支
相
償
に
つ
い
て 

収
支
相
償
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、
特

定
費
用
準
備
資
金
取
崩
額
は
「
収
入
」、
同

資
金
へ
の
積
立
額
は
「
費
用
」
と
さ
れ
る

の
で
、
当
期
経
常
増
減
額
二
、
二
九
〇
、

七
三
九
円
に
、
校
園
周
年
記
念
特
別
事
業

助
成
積
立
金
取
崩
額
一
、
四
〇
〇
、
〇
〇

〇
円
及
び
外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
助

成
積
立
金
取
崩
額
四
二
二
、
〇
〇
〇
円
を

加
え
、
基
本
財
産
運
用
益
減
収
対
策
積
立

資
金
積
立
額
二
、
〇
五
〇
、
〇
〇
〇
円
及

び
財
団
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
積
立

資
金
積
立
額
二
、
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を

差
し
引
く
と
、
収
支
相
償
額
は
△
三
七
、

二
六
一
円
と
な
り
、
収
支
相
償
の
基
準
に

適
合
し
て
い
ま
す
。 

 

   

令
和
五
年
度
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
三

月
三
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
助
成
金
審
査
会

で
の
審
査
を
経
て
、
四
月
十
三
日
に
開
催

さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
七
九
件
、
一

四
、
九
〇
七
、
〇
〇
〇
円
の
助
成
を
決
定

し
ま
し
た
。 

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

      

 

 

・
幼 

稚 

園  

（
九
件
） 

一
、
三
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
小 

学 

校 
 

（
七
件
） 

三
、
〇
八
八
、
〇
〇
〇 

円 

・
中 

学 

校 
 

（
四
件
） 

 

一
、
四
七
二
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

       

（
二
〇
件
） 

五
、
八
六
〇
、
〇
〇
〇 

円 

 
 

・
社
会
教
育  

（
一
〇
件
） 

 
 

二
、
九
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
生
涯
学
習 

（
五
件
） 

五
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

       

（
一
五
件
） 

三
、
四
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

 

・
地
域
文
化  

（
二
八
件
） 

三
、
五
九
七
、
〇
〇
〇 

円 

・
ま
ち
づ
く
り 

（
一
五
件
） 

二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

       

（
四
三
件
） 

五
、
五
九
七
、
〇
〇
〇 

円 

                     
 

   

                             

令
和
五
年
度
の 

を
決
定
し
ま
し
た 

助
成
対
象
事
業
・
助
成
金
額 

 

大
阪
の
文
化
・
歴
史
に
関
す
る
コ
ラ
ム
は

お
休
み
し
ま
し
た
。 

コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
は
引
き
続
き
受
付

け
て
お
り
ま
す
。
一
五
〇
〇
字
程
度
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

（４） 

令
和
四
年
度
決
算 

 

 
 
 

 

① 

三 

広 

報 

活 

動 

①
「
財
団
だ
よ
り
」
の
発
行 

 

② 
 

 

 

（令
和
四
年
度
設
定
）

 

④ 

 

③ 
 

 

ま
ち
づ
く
り

 


